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福知山市議会議長 芦田 眞弘 様 

 

総務防災委員会委員長 森下 賢司 

 

委 員 会 審 査 報 告 書 

  

本委員会に付託された議案について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議規則

第８０条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 委員会付託議案 

・議第１２０号 福知山市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 

・議第１２１号 福知山市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

・議第１２２号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

・議第１２３号 福知山市長、副市長、教育長及び上下水道事業管理者の給与に関す

る条例及び福知山市の特別職の職員で常勤のものの退職手当に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

・議第１２４号 福知山市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

・議第１２５号 福知山市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

・議第１２６号 福知山市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について 

・議第１４３号 辺地総合整備計画の策定について 

・議第１５１号 福知山市国民健康保険診療所条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

 

２ 審査の概要 

  ３月６日に委員会を開催し、市長公室、財務部、市民総務部及び消防本部から議案に

ついて詳細な説明を受け、議案審査を行いましたので、主な概要について報告します。 

初めに、議第１２０号について、「上下水道事業経営審議会を新たに設置する背景や

根拠、その目的」を問う質疑に対し、「法的根拠はないが本市以外の府北部各市町は設

置している。上下水道事業の計画策定等について広く意見を聞き信頼性を高める目的が

あり、設置要綱も策定する。水道事業の広域連携は議論するが、民営化議論は考えてい



ない」との答弁がありました。 

次に、議第１２１号について「『会計年度任用職員の服務の宣誓については、任命権

者が、別段の定めをすることができる』となっているが、『別段の定め』とはどのよう

な内容か。また、条例に記載されないのはなぜか」を問う質疑に対し、「宣誓書の文言

は正規職員と同様である。条例に記載するかどうかは総務省の見解を受けてそのように

整理した」との答弁がありました。 

次に、議第１２２号について、「専門委員とはどのような方々か」を問う質疑に対し、

「学識経験者等を専門委員とする予定であり、それ以外の委員がその他の委員の予定で

ある」との答弁がありました。 

次に、議第１２３号について、「今回の減額に至った背景は昨年度同様の考え方か。

また、今回の減額の削減額はいくらになるのか」を問う質疑に対し、「昨年度同様、財

政健全化を進めるための理事者としての姿勢を示すために決断されたものである。４月

から６月の３か月間の削減額は４９万７，２５０円である」との答弁がありました。 

次に、議第１２４号について「通知カードを紛失して個人番号がわからなくなった場

合の対応」を問う質疑に対し、「マイナンバー表示の住民票を交付申請してもらうこと

になる。また、新規の個人番号付与の場合は、通知カードに代わる文書等での通知とな

る予定である」との答弁がありました。 

次に、議第１２５号について、「賦課限度額６３万円になる所帯構成と所得額」を問

う質疑に対し、「一人世帯で約７０７万円、二人世帯で約６７７万円、三人世帯で約６

４７万円、四人世帯で約６１７万円である。賦課限度額を上げることで、高所得層には

多くの負担を求めることになるが、中間所得層に配慮した料率設定になる」との答弁が

ありました。 

次に、議第１２６号について、「３８０人の定員減となるが機能的な低下はないか」

を問う質疑に対し、「各分団とヒアリングや協議をする中で、地域の実情や災害対応で

き得る人数を考慮して導いた人数であり、消防力の低下は招かない」との答弁がありま

した。 

次に、議第１４３号について、「駐車場整備の予定地や駐車台数」を問う質疑に対し、

「砂利敷きの場所を舗装してバリアフリー化し、車いす対応用を含め３４台分を確保す

る。また、照明灯２基と進入路誘導灯１４基も整備するため、計画を変更するものであ

る」との答弁がありました。 

次に、議第１５１号について、「金谷診療所はかなり以前から閉まっているが、なぜ

今廃止となるのか」を問う質疑に対し、「長らく医師募集していたが新しい医師が見つ

からなかった。金谷自治会で地元協議された結果、自治会総意として廃止の申し出があ

り、今回の判断となった。施設は今後地元の意見も聞きながら有効活用したい」との答

弁がありました。 

その他、報第９号についても所属部署から詳細な説明がありました。 



 

反対討論 

なし 

 

賛成討論 

なし 

  

３ 審査結果 

・議第１２０号 全員賛成で原案可決 

・議第１２１号 全員賛成で原案可決 

・議第１２２号 全員賛成で原案可決 

・議第１２３号 賛成多数で原案可決 

・議第１２４号 全員賛成で原案可決 

・議第１２５号 全員賛成で原案可決 

・議第１２６号 全員賛成で原案可決 

・議第１４３号 全員賛成で原案可決 

・議第１５１号 全員賛成で原案可決 

 

 

 

 


